
認知症ケアパスとは
認知症の人の状態に応じたサービス提供の流れを示したもので、

認知症ではないかと思った時や認知症と診断を受けた時に、どこに
相談すればよいか、どのような制度が使えるかなどの情報をまとめ
たものです。

認知症は病気の進行によって、状態が変化します。
どの時期にどのような支援が必要になるのか、大まかな

目安を一覧で見ることができるようになっています。

①認知症初期集中支援チーム

QRコード

アドレス：kashima-town@raiden3.ktaiwork.jp

嘉島町役場企画情報課 096-237-2641

医師・医療・介護の認知症専門
チームが認知症の早期対応をお手
伝いします。

まずはご相談ください!

嘉島町地域包括支援センター
（嘉島町社会福祉協議会内）

☎096-237-2981

地域における認知症医療・介護な
どがスムーズに連携し機能するよう
サポートする、高い専門性を持った
医師です。

山地外科胃腸科医院 ☎096-237-0003

大串内科 ☎096-234-7873

認知症専門医療の提供と介護サー
ビス事業者との連携を担う中核機関
として熊本県の指定を受けた医療機
関です。

熊本県認知症疾患医療センター

益城病院 ☎096-286-3611

65歳以上の一人暮らしへの友愛訪

問や、認知症高齢者の徘徊などの

見守りネットワーク構築について、

ネットワーク会議を開催。

(各行政区 年2回開催)

【メンバー】

・各行政区の区長 ・老人会会長

・民生、児童委員 ・高齢者相談員

・地域福祉委員 ・シルバーヘルパー

・役場町民課 ・地域包括支援センター

②認知症サポート医

③認知症疾患医療センター

④高齢者見守りネットワーク

嘉島町地域包括支援センター

（嘉島町社会福祉協議会内）

☎096-237-2981

嘉島町一斉配信メール

登録者には災害時における災害
関連情報、警察等からのお知らせ、
案内情報のほか行方不明者の情報
を送信し早期発見につなげます。

登録方法は、携帯電話・パソコンから以下のQR
コードをスキャンしていただき、登録手順を行っ
てください。QRコードをスキャンできない場合は
メール作成画面より以下の｢送信先アドレス｣に
メールを送信してください。

生活支援

振り込め詐欺の被害やお金の管理、
頼れる身内がいないなどの相談先。

笑顔で支えあうまち嘉島

◆嘉島町近隣の精神科医療機関
・希望ヶ丘病院 ☎096-282-1045
・城南病院 ☎0964-28-2555
・あおば病院 ☎0964-32-7772
・くまもと心療病院 ☎0964-22-1106

・消費生活相談（嘉島町役場総務課） ☎096-237-1111

・日常生活自立支援事業（嘉島町社会福祉協議会）

☎096-237-2981

・成年後見制度（嘉島町役場町民課） ☎096-237-2576

・熊本県認知症コールセンター ☎096-355-1755
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　｢認知症かも｣と思ったらまずはかかりつけ医に相談しましょう。必要な場合は専門医などを紹介してもらいましょう。
　認知症ケアパスに関する問い合わせ先は：嘉島町地域包括支援センター：☎０９６－２３７－２９８１

介　　　護

生活支援

住　ま　い

地域で支える

ここには、認知症の半数を占めるアルツハイマー型認知症の場合を中心に、本人の症状の変化や知っておきたい情報な
どを記載しました。症状には個人差があり、すべての方にあてはまるものではありませんが参考にしてください。認知症ケアパス

もの忘れすることが多くなった

◆片付けが苦手になる
◆物が無くなる

◆外出がおっくうになる

◆同じ事を繰り返し聞く

なんとなく

おかしいと

感じて不安

になる

悩みを打ち明けられないで一人で
悩んでしまいがちです
⇒抱え込まずに相談することが大
事です。
家族の病気への理解が、今後の症
状の出方に大きく影響します

家族会や勉強
会に参加する
と色々な情報
が得られます

本人の失敗が増え、介護疲れを感

じ休みたくなります
⇒介護サービス等を利用し、自分
もリラックスできる時間も大切です

最後の過ごし方や看取り
が心配になります
⇒元気なうちに本人の意
向を確認しましょう。エン
ディングノート等を活用す
る等も方法の一つです

●今まで通り、外出したり人に会う機会

をもちましょう

●将来に備えて成年後見制度の利用に

ついて検討しましょう

●かかりつけ医や地域包括支援セン

ターへ相談してみましょう
●元気なうちから生前整理に取り組
みましょう
●本人の話をじっくり聞きましょう

●友人や地域とつながりを大切にしましょう
●今までやってきた事を続けましょう
・地域活動 ・ボランティア 等

●本人の『得意』を活かし、その人らしい生活を考えていきましょう

●介護サービス等を利用して、お互いリラックスできる時間をもちま

しょう
●施設での生活を希望する場合は、早めに施設の見学をしておきま
しょう

◆小銭で払うのが苦手に
なる
◆探し物をする時間が増
える
◆食事の支度が一人では
難しい
◆火の消し忘れ

◆薬を間違え飲む
◆よく道に迷う

◆季節に合った服が選べない
◆生活リズムが乱れる

◆トイレの場所がわからない
◆道に迷って帰れなくなる
◆日にちや季節が分からなく
なる

◆自分で食事ができな

くなる
◆言葉によるコミュニ
ケーションが難しい

かかりつけ医・※②認知症サポート医(山地外科胃腸科医院・大串内科）地域拠点型認知症疾患医療センター（益城病院）

訪問看護・訪問診療

かかりつけ医・嘉島町地域包括支援センター・嘉島町役場町民課・※①認知症初期集中支援チーム・※③熊本県認知症疾患医療センター

介護予防サービス・日常生活支援総合事業（通所系・訪問系・お泊まりサービスなど）・介護保険の相談

民生、児童委員・高齢者相談・地域福祉委員・シルバーヘルパー・嘉島町社会福祉協議会・警察・民間サービス・嘉島町一斉配信メール

消費生活相談（嘉島町役場総務課迄）・日常生活自立支援事業（嘉島町社会福祉協議会迄）・成年後見制度（嘉島町役場町民課迄）

有料老人ホーム等 認知症グループホーム 地域密着型施設 特別養護老人ホーム

認知症サポーター・キャラバンメイト・脳いきいきサポーター・サロンリーダー・※④ネットワーク会議

ボランティア活動・健康診断・脳いきいき教室・脳いきいきサロン・ひばりカフェ

老人クラブ・サークル活動・いきいきふれあいサロン・シルバー人材センター 等

認知症の症状は
家族の関わり方
や環境の調整で
大きく変化します


